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新
庁
舎
に
導
入
す
る
主
な
機
能

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
能

　

利
用
者
に
分
か
り
や
す
い
フ
ロ
ア
構
成
と

し
、
関
係
部
署
を
で
き
る
だ
け
近
く
に
配
置

し
ま
す
。
ま
た
、「
証
明
書
発
行
」
や
「
相
談
」

な
ど
用
件
別
の
窓
口
を
設
置
し
、
利
用
者
の

手
続
き
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
な
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。
多
様

な
利
用
者
へ
の
配
慮
と
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
導
入
し
、
年
齢
、
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
利
用
者
に
と
っ

て
使
い
や
す
い
庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。

・
執
務
機
能

　

現
在
、
分
散
し
て
い
る
庁
舎
機
能
を
新
庁

庁
舎
建
設
基
本
計
画
を
策
定

　「
長
門
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
に
基
づ
き
、今
後
の
設
計
の
指
針
と
な
る
「
長

門
市
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。本
計
画
は
、市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
は
じ
め
、
長
門
市
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
し
た
も
の
で
、
今
後
は
こ
の
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
平
成
31
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
着
実
な
事
業
の
遂
行
に
努
め
ま
す
。

極
め
た
上
で
採
用
を
検
討
し
ま
す
。

・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
削
減

　

新
庁
舎
の
デ
ザ
イ
ン
は
華
美
な
要
素
を
や

め
、
シ
ン
プ
ル
で
機
能
的
な
庁
舎
を
目
指
し

ま
す
。
屋
根
や
外
壁
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
設

備
機
器
や
配
管
類
の
点
検
は
安
全
で
容
易
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
計
画
と
し
ま
す
。

・
市
民
交
流
機
能

　

1
階
に
市
民
ロ
ビ
ー
を
配
置
し
、
市
民
が

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
交
流
機
能
を
設
け
ま

す
。
市
政
情
報
は
掲
示
板
や
情
報
端
末
に
よ

り
提
供
す
る
ほ
か
、
市
外
か
ら
の
来
庁
者
に

対
し
て
、
本
市
の
特
徴
や
魅
力
を
発
信
す
る

観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

・
地
元
産
木
材
利
用
の
促
進

　

内
装
の
木
質
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

柱
・
梁
な
ど
の
構
造
材
に
も
地
元
産
木
材
を

積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

施
設
計
画

・
新
庁
舎
の
規
模

　

規
模
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
新
庁
舎
に
配

属
す
る
職
員
数
を
設
定
し
、
総
務
省
地
方
債

等
基
準
を
も
と
に
算
定
し
た
約
７
、５
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
と
し
、
設
計
段
階
で
必
要
な

部
屋
を
精
査
し
、
合
理
的
な
規
模
と
な
る
よ

う
検
討
し
ま
す
。

・
配
置
計
画
お
よ
び
土
地
利
用

　

新
庁
舎
は
現
在
の
庁
舎
敷
地
内
の
南
側
駐

車
場
に
建
設
し
、
敷
地
内
は
歩
車
分
離
を
徹

底
し
て
ゾ
ー
ン
を
区
分
し
ま
す
。
車
両
出
入

口
は
北
西
側
と
南
東
側
の
２
ヵ
所
に
設
け
ま

す
。

・
駐
車
場
お
よ
び
駐
輪
場

　

来
庁
者
用
駐
車
場
と
し
て
約
70
台
、
公
用

車
用
駐
車
場
と
し
て
約
70
台
、
駐
輪
場
は
自

転
車
用
と
し
て
50
台
、
自
動
二
輪
車
用
と
し

て
５
台
設
置
す
る
計
画
で
す
。

・
既
存
施
設
利
用
計
画

　

本
庁
別
館
と
車
庫
棟
は
、
新
庁
舎
を
補
完

す
る
機
能
を
配
置
し
、
用
途
に
応
じ
て
改
修

し
ま
す
。

地
域
産
材
を
活
用
し
、
木
の
温
も
り
を
取
り
入
れ
た
庁
舎
を

舎
へ
集
約
し
、
部
署
ご
と
に
間
仕
切
り
の
な

い
オ
ー
プ
ン
な
フ
ロ
ア
構
成
に
よ
り
、
機
構

改
革
な
ど
に
よ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に
柔
軟

に
対
応
し
ま
す
。

・
災
害
対
策
機
能

　

大
地
震
発
生
時
に
も
建
物
や
機
器
類
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
、
災
害
対
策
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
免
震
構
造
を

採
用
し
ま
す
。
ま
た
、
電
力
・
上
下
水
道
・

通
信
な
ど
が
途
絶
し
た
際
に
も
災
害
対
策
活

動
や
通
常
業
務
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
設
け
ま

す
。

・
環
境
配
慮
機
能

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
目
指
し
、
風

向
や
気
温
、
寒
暖
差
、
日
照
時
間
、
降
水
量

な
ど
本
市
の
気
候
を
活
用
し
た
計
画
と
し
ま

す
。
敷
地
内
の
駐
車
場
や
広
場
は
で
き
る
だ

け
緑
化
を
行
い
、
城
山
の
緑
や
周
辺
の
並
木

と
あ
わ
せ
て
潤
い
の
あ
る
外
構
計
画
と
し
ま

す
。
ま
た
、
地
中
熱
利
用
設
備
や
太
陽
光
発

電
設
備
は
、
費
用
対
効
果
な
ど
実
効
性
を
見

・
新
庁
舎
の
階
構
成

　

新
庁
舎
の
階
数
は
日
影
規
制
や
南
側
道
路

の
斜
線
規
制
に
よ
り
５
階
建
て
程
度
を
想
定

し
ま
す
。

事
業
計
画

・
事
業
費
お
よ
び
財
源

　

新
庁
舎
の
建
設
工
事
費
は
、
類
似
規
模
の

庁
舎
建
設
事
例
の
建
設
単
価
の
平
均
値
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
木
構
造
採
用
に
よ
る
割
り

増
し
分
や
建
築
費
指
数
の
増
加
分
を
反
映
し

た
40
億
6
千
万
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
木

構
造
採
用
に
よ
る
割
り
増
し
費
用
に
つ
い
て

は
、
補
助
金
や
合
併
特
例
債
、
庁
舎
建
設
基

金
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
財
源
の

抑
制
に
努
め
ま
す
。

・
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

合
併
特
例
債
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
平
成
31
年
度
内
に
事
業
を
完
了
さ
せ
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
庁
舎
建
設
準
備
室

℡
23
‐
１
１
９
７

種　別 金額（百万円）

新庁舎建設工事 4,060

既存施設改修工事 80

外構工事 150

既存施設解体工事 120

その他 390

合計（消費税含む） 4,800

種　別 金額（百万円）

合併特例債 3,000

庁舎建設基金 1,000

補助金 550

一般財源 250

合　計 4,800

■全体事業費 ■財源

▲わかりやすい窓口カウンター イメージ図

H27 H28 H29 H30 H31

基本計画

基本・実施設計

新庁舎建設工事

本庁舎解体工事

既存施設改修工事

外構工事

■事業スケジュール

基本理念

市
み ん な

民の「安全・安心」の拠点として、
利用しやすく親しみのある庁舎

基本方針
　①市民の暮らしを守る庁舎
　②利用しやすく親しみのある庁舎
　③人にやさしい庁舎
　④ ICT 化へ対応した庁舎
　⑤環境配慮型庁舎

▲地元産木材を利用した庁舎イメージ図

■配置計画および土地利用

※
長
門
市
庁
舎
建
設
基
本
計
画
は
、
長
門
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す


